
図形と方程式 K1100 点と直線の距離 (1) 組 番 名前

点 Pと直線 ℓとの距離は、点 Pから直線 ℓへ引いた垂線
の長さ PHです。

ℓ

P

H

T

直線 ℓ上の任意の点を Tとすると、△PHT は ∠H = R

の直角三角形です。直角三角形では斜辺が最も長いので、
PH ≦ PT です。すなわち、直線上の点と点 Pの最短の距
離が「点と直線の距離」です。

例 1 直線 ℓ : 2x+ y − 5 = 0と点 P (7,−4)の距離を求
めよ。

ℓ

H

P (7,−4)

2x+ y − 5 = 0

答

問 1 次の点 Pと直線 ℓの距離を求めよ。

(1) P (−2, 8), ℓ : 3x− y + 4 = 0

答

(2) P (1, 7), ℓ : 4x− 3y − 8 = 0

答

点と直線の距離� �
点 (x0, y0)と直線 ax+ by + c = 0の距離 dは

d =
|ax0 + by0 + c|√

a2 + b2� �
(1) P (−2, 8), ℓ : 3x− y + 4 = 0

d =
|3(−2)− (8) + 4|√

32 + (−1)2

(2) P (1, 7), ℓ : 4x− 3y − 8 = 0

d =
|4(1)− 3(7)− 8|√

42 + (−3)2



*+*+*+*+*+*+*+*+ 【解答】*+*+*+*+*+*+*+*+

例 1 直線 ℓ : 2x+ y − 5 = 0と点 P (7,−4)の距離を求
めよ。

ℓ

H

P (7,−4)

2x+ y − 5 = 0

Step 1 : 直線 ℓの傾きは、−2だから、PHの傾きは、1

2

Step 2 : 直線 PHは、
y − (−4) =

1

2
(x− 7)

x− 2y − 15 = 0 · · · (1)

Step 3 : 直線 ℓと (1)の交点を求める。{
2x+ y − 5 = 0 · · · ℓ
x− 2y − 15 = 0 · · · (1)

連立方程式を解くと、H(5,−5)

Step 4 : PHの距離は、√
(7− 5)2 + (−4−−5)2 =

√
22 + 12 =

√
5

答
√
5

問 1 次の点 Pと直線 ℓの距離を求めよ。

(1) P (−2, 8), ℓ : 3x− y + 4 = 0

点 Pから直線 ℓに下ろした垂線の足を Hとする。

Step 1 : 直線 ℓの傾きは 3、PHの傾きは −1

3

Step 2 : 直線 PHは、
y − 8 = −1

3
(x+ 2)

x+ 3y − 22 = 0 · · · (1)

Step 3 : 直線 ℓと (1)の交点を求める。{
3x− y + 4 = 0 · · · ℓ
x+ 3y − 22 = 0 · · · (1)

連立方程式を解くと、H(1, 7)

Step 4 : PHの距離は、√
(−2− 1)2 + (8− 7)2 =

√
32 + 12 =

√
10

答
√
10

(2) P (1, 7), ℓ : 4x− 3y − 8 = 0

点 Pから直線 ℓに下ろした垂線の足を Hとする。

Step 1 : 直線 ℓの傾きは 4

3
、PHの傾きは −3

4

Step 2 : 直線 PHは、
y − 7 = −3

4
(x− 1)

3x+ 4y − 31 = 0 · · · (1)

Step 3 : 直線 ℓと (1)の交点を求める。{
4x− 3y − 8 = 0 · · · ℓ
3x+ 4y − 31 = 0 · · · (1)

連立方程式を解くと、H(5, 4)

Step 4 : PHの距離は、√
(5− 1)2 + (4− 7)2 =

√
42 + 32 = 5

答 5

点と直線の距離� �
点 (x0, y0)と直線 ax+ by + c = 0の距離 dは

d =
|ax0 + by0 + c|√

a2 + b2� �
(1) P (−2, 8), ℓ : 3x− y + 4 = 0

d =
|3(−2)− (8) + 4|√

32 + (−1)2
=

| − 10|√
10

=
√
10

(2) P (1, 7), ℓ : 4x− 3y − 8 = 0

d =
|4(1)− 3(7)− 8|√

42 + (−3)2
=

| − 25|√
25

= 5


